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よ

忽
り
れ
は
な
ら
む
い
.

一

です・

E
己
メ
ー
ト
ル
剛
嗣
ぐ
ら
い

削
也
酬
が
吾
、
て
e-72
m
一

「舵
m
M
M

押
り
に
く
い
」
と

仁

穴
を
あ
付
、乙
れ
に
H
L管

応
川
俊
'
れ
ほ
人
力
だ
り
で

一

い
う
の
隊
一
耐
震
棋
の
首
輯
で
た
て
る
.
同
聞
の
れ

u
mか

も
品
川
以
く
し
ま
っ
た
も
の

一

-

-

e

-

すか、

あ
ま
り
良
い
茨
艇
に
め
〈
を
ぜ
彦
〈
し
、
世
勿
初
聞

が
で
き
る
.
-
コ
十
託
キ
ロ

一

つ
主
柑
刷
会
計
耐
震
に
つ
い
て
一闘
相
=
一
平
定
匂
月
お
よ

E
一-

叫
院
聞
闘
に
つ
き
ま
し
て
同

一

Eき
た
・

査

し
て
一
旦

万
ニ
千
ト
ン
き
ょ
は
す
抽
世
大
き
い
も
の
が
あ
一
た
い
主

で
あ
り
ま
す

一

一

一

一

一

一

i

ぐ
ま
れ
き
て
も
、
副
主
留
に
た
お
レ
‘
開
聞
か
島
聞

く

ら

い
の
奇
さ
に
し
て
お

一

仰
し
悼す
べま
す
.

一月
四
医
師
柑
町

EEよ
日

一祖
師
市
民
の
門
型
ン

7E一
切
擦
の
君
と
し
て
砿
エン

Z
い
つ
で
も
胤
水
ずる
ζ
と
が
で
き
一り
ま
して、

重

量
の
函
段
、

-

2
・

一

一

一

一

一

一

f
H
旋

回

騒
が

宮
れ
ます、

ノ
ル
に
向
り
て
副
主
主
、

明

"
は
刷
川
者
叫
刺
・

t
一

民
F
F

一宮

幹

宮

羽

案

E一て
、
市
民

自

毒

事

つ
つ
一
ン
の
盟

諸

E号

、

5
2
5
2
8ま

す
一自

国

E
5
2
57
f
t
:
-
32
mg怯

に
つ

5た

R2
2
4仇

酬
控
乙
れ
ま
で
山

一

l
i
i
i
一て
い
る

宅

号

そ

一号

哀
して、

E
54
2
SZに

つ
い一

君

2
3
5一固

に
結

で
き
る
と
と
喜
レ
一

昨
拍
車

に
つ
い

て

は

互

い

て
お

gし
手

-z
Eい

LEE-
E
R個

別
が
な
く

常

一

人

EE恭
一
乙
の
単
に
つ
会

EE--
3
5償
資

一て

g
g・

5
M記
長

造

自

主

い

る

捜
一さ
皇

室

5
2士
官

長

官

特

別
自
主

の

官

室

E豊

富

金

良
一品

孟

夫

両

山

2
3
5

一

業

2寝
U
U
一思

2
gg
Z一白

菜

2
2
3を
一君

主

:

言

語

整

一上
、

掛

苦

言

書

拘

当
一て
お
り
ま
す
・

一義

置
し
・

5
5で

凹
一

盟

主

ま

賢

官

20;
2い

に
そ
が
訟
の
よ
う
に
ち

一

当
-Y

に
つ
い
て
M
、
一程

盟
し
ま
せ
ん
宅

ど
う
し

一揺

す
そ

買

翠

震
に
す
ら
L
草

。
組
ぜ
員
、
三
番
の
時
間
主
副

E
てお
り
一
つ
主

韮

慰

霊
誌
と
一
霊

的
問
む
三
回
、

8
0喜
一
一
田
県
ま
げ
て
い

ま

ま

が

-ZE誌

面

ょっ
主

主

れ

る
と

ポ

一

司

括
経
詩
諮
問
問
刊
誌
い斜
線
誠
一抗日山間許可一ト目前町川町仰いれほ
一いはuk
ut
諮問計一引
U
M
臨時町長
一~い
ほ
ほ
同
じ
ほ
惜

作
同
日
は

γ
一一

部

時
三
吋
諮
問
問
時
間
一投訪日開
γ

持
い
夜
間
以
刊
誌
対
一
体
訪
日
開
時
な
い
たい
一刊
誌
お
巧
山
一
俸
給
ド
灯
時
一
日
本
脳
炎
の
ロ
グ
チン

一日
間
訪
日
山
梨
一

:

一
て
も
円
宮
山
知
一本
閣
を
に
立
脚
し、

聞
係

員
一手

-

一で
き
雲
孟
宮
勇
を
い
た
一

ζ
町
思
え
に
つ
霊

し

E
一方
設
の
間
国
主
哲

-
E一
住
ま
い
り
ま
し
た
が
」

平
内一

加

日

ま

で

受

け

付

け

一な
さ

寸
苦

手

間

で

別

主

雌

諮

問

口

一日
間

お

刊

誌

一

モ

ー

タ

ー

ボ

一長

建

立

諸

説

話

日

中

喜

一

夜

間

山

一

腕

抗

議

鉱

山

一邸

内
脱

税

豆

諸

税

抗

日

一経

撃

す

一

す

294一
そ
白

書

認

の
た
め
ふ
一

ト

競

走

一義

一再

語

一

雲

監

F一
在

器

官

裂

か

ら
忠

告

別
密

室

患

の

軌

τい
ろ
い
ゐ
お
い
た

81「
、
八
‘

昔
話
舗
で
す
・

一か
る
と
拍

562叫
ん
一判
凶
器

者

(日
じ
的
て
お
エ

刊

誌

躍

が

削
一四

空

い

た
し

EE-
-

一

EKい

Eて
お
り
ま
事
・

7
害

望

号

ま

し

て

、

一行

5
5
2
tお
り
一
袋
、
=
玉
置
置
で
別
基
一だ

U
で
も
か
、

E
Z一の

で

正
の
仏
世

話

ぐ
た
め
司
主

主

忠

告

一

正
告
ら
る
る一
鰐

凶

同

日

制

ω純
一ト

川

れ

れ

持

続

一

i
水キ
ムi

一
易
自
を
い
か
に
柄
同

E止
ま

・

百

号

館

い

た

し
た

き

一大

E
l
d--
LE
6
2
3c
i
{青
JE

一

ま

で

は

昭

和

手

告

白

一

ZE落
事

肋

に
も
封
一で
あ
り

ま

公

韓

議

7
i
l
-
-
一

器

開

宮

、

水

Fe一
公

答

民

一

一り

2
6
5
i
;一庭

園
に

E書

官

あ
り
ま
一的

見
書
〈
問
刊
誌
と

)

の
将
同
室
す
る
E
と
に
し
示

、

差

、

H
3
1
2Ee?怯
主

主

水

車

療
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
撃
と

HEの
鞘
州
語
力

i

l

i

-

-

一

A

V

マ

マ
一
つ
ま
惜
し
い
白
血
閉
で
す
・

-Z
25削

ソ
宇
一
山
田
話

し

望

者

ー

一

そ
の
笥

で適
正
な
銭

柏
村
主

り
館

副
拙
い

Z
u-由民
田
一読

E
aと
苦

手

の
で
、
互
咽
ダ
ム
が
速
い
た
し
ま
レ
で
右
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十
オ
ま
で
の
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど

山
山
者
に
は

近
づ
か
な
い

防

予

今
A

・q
J

3
4

・・
A

4
4
EA

F
ト
ふ

ハ
シ
刀
は
山
者
自
く
し
ゃ
み
、
世

田
と
き
品川
間
ず
る
用
慌
に
よ
っ
て

一の 』常 {回路 と や 氷 水 配 時
開 ζ 理に日前回 で 、叫不 ζ 弘二々
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門
指

定
問
え

】

市
民
の
防
犯
展

一--領
岨

日

付

印

を

改

正

固
月
一
臼
か
ら
各
出
掛
所
で
取

担
っ
て
い
る
、
市
腕、

水
田
な
ど

す
べ
て
の
晶
臨
旺
の
曲
曲
目
付
聞

を
&
配
由
よ
う
に
改
め
ま
す
の
で

」お
知
ら
ぜ
し
ま
す
.

一

2

1
ナ

ア

剛
一

{肱
入
世
宰

率
向
島
祖
白
書

品
加
は
一
一
三
月
十
五
日
夜
で

叫
置
と
な
っ
て
お
り
‘
申

H
H
喧
L
つ
い
て
の
開
閉

E
T
は
ず
で
に
伺
固
め
お

司
悶

知
ら
せ
い
た
レ
ま
し

の

た
白
で
今
固
は

直

凶
児
相
所
岬
劃
白
血
離
を

町円切

お
知
ら
ぜ
し
ま
す
・

市

宇
挙
附
の

E
V

現
在
瞬
時
M
M
で
陪
惜
植
が
出
出

と
す
る
E
と
.

さ
れ
た
申
告
甑曹
の
眼
副
耶
で
あ
り

品目色
闘
屈
の
も
の
の
大
き
さ
は

ま
す
が、

米
拠
出
の
か
た
も
お
ら

ニ
つ
折
叫
凪
大
以
下
ル
』ず
る
乙

れ
る
よ
ろ
で
す
か
ら
、
そ
町
駅
憎

と
.

浴

車

く

一拍
輔
副
烹
た
ほ
出
暗
所
に

師
八
師
版
画
師
H
洋
画
部

巾
レ
出
て
ぐ
だ
さ
い
.

の
体
叫
に
掴
ヲ
る一
ζ
と

刷

出
品
資
絡

大
村
市
在
住
者
}
一世

(
た
だ
し

小
、
中
学
件
事
耐
く
}

臨
織
が
大
村
怖
に
あ
る
通
動
者

は
花
佳
者
に
噛
ず
る

川
山
品
作
品
目
制
剛
、
点
融

制
山
品
作
品
凶
白
伸
、
未
噛
援

の
も
の
に
陥
る
.

刷
出
品
点
数
は
各
部一

人
三一
点

以
内
と
す
る
.

川
山
品
手
融
制

令
師
り
」

と

F
h円
毒
酔
人
ず
る
.

川
山
品
開
品
M
M
山氏
凪
担
桁
妥

当
し
忽
い
嗣
附
白
も
の
に
出
り

M

mH
H

安
U
A
E
白
布
描
也
管
臨
て
担

証
す
る
.

市
美
術
展
の
開

催
要
項
き
ま
る

餌
ニ
回
大
村
市
民
信

〈
覧
会

の
聞
阻
一回
岨
が
つ
ぎ
の
と
お
り

き
ま
り
ま
し
た
の
で
、

民
師
向

肘
白
各
胞
に
M
ふ
る
っ
て
‘
C

ぷ
加
〈
戸
占
ロ
い
・
と
〈
に
新
人

の
と
移
加
房
跡
迎
い
存
レ
ま
す

A
虫
船

大
村
市
申
mRa
位
制

企
合
同
五
月
十
八
日

t
ニ
十

一
日
{
凹
日
山
}

。

凶
品
視
定

刷
出
品
作
品
目
師
門
、
件
拙

軍
一

朗

減

画
師
H
"r
u
H
e

(=一尺

xニ
・
四
尺〕

以
予
と

し
間
拙
に
入
れ
る
ζ
と

開
-
高
山

川
ふ
出
師
"
一一つ

折
削
凪
日
ト
と
し
弾
丸
を
つ
げ

6
Eと

臨
-4
扇
町
副
部
H
二
つ
折

阿
風
叫
FFと
し
間
前
拡
を
つ
吋
る

乙
と節

回
部

掛
沼
田
H
岨
仙
紙

令
H
H
下
と
し
蛮
甚
(
か
り
一世

睡
も
閣時}
仲
掛
り
と
す
る
と
と

間
五
回

目d

副
部
H
印
刷
紙

同
つ
回
り
以
上
と
し
仲
輯
官
ま

た
“
お
師
会
品川
り
る

組
U43
w
"
“
最
大
作
品
目
大
き
さ

を
全
紙
大
臼
下
と
す
る
E
と

出
-
ハ
出
血
間
寝
央
柑
部

H
曲

洋
紙
令
紙
大
と
じ
仲
胆
旦
ま
た

H

仙
台
帳
を
付
吋
る
乙
と

そ
の
他
出口市
に
柿
合
的
よ
い
、

て
い
さ
い
に
す
る
E
と・

卸
七
出
船
刷
工
型
師
H
削

刊
に
便
利
で
か
つ
安
全
な
体
以

(岨
時
間
}

茸
+ 

同
出
品
剛
且
削
両

日
午
後
五
時
ま
で

判
押
品
副
γ
八
五
月
十
六
日

t
十
七
日
の
正
午
ま
で
.
融
入

山切
断
中
虫
公
民
制
部位府
謹

(
申
込
用
紙
回
同
の
ζ
と
"
用

紙
は
中
究
会
民
個
に
あ
り
ま

す
)判

事
古
車
砲
行
な
い
ま
せ
ん
.

く
わ
し
い
ζ
と
は
剛
火ハ内
出
制

{叫
耐
エ
七
三
九
}
に
お
た
ず

ね
〈
だ
さ
い
・

{中
央
公
日
比
副
)

9
日
か
ら
谷
の
種
痘

臨曹
の
白
日
を
つ
芦
田
と
お
り
山拠

出
し
ま
す
.
位
当
者

u
eれ
な

く
排
出
し
て
く
だ
さ
い
・

ム
匝
当
省

総
宮

-Z
Hか
亭
士
宮
同月
ま

で
の
乳
幼
児
.
た
だ
し
伎
富
十

=
カ
月
以
上
回
も
の
で
、
ま
だ

一
回
ゐ
陸
自岨
レ

τい
な
い
も
の

ち
合
口
.

A
U
陪
山
科
金

当
日岡
、
出
世
半
円
也管
微
臨
し

立
す
.
む
お
、
他
乎
李
鵬
あ
品

ず
ぬ
っ
て
き
そ
く
だ
さ
い
・

凸
抽
出
向
時
、弁
国
前

@!li 民税所得害IJ税額
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。
市
同
町
防
相
臼ザ

が
四
月
十
一
一
一
附
九
時

t
午
後
主
時
)
大
村
市
中

円
か
ら
主
百
ま
で
-百

聞

牢

一宍

良

相
で
、

大
村
相
迎
合
前
担

組
合
、
大
村
町世
田
出
品
附
で
開
削

さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
.

と
れ
隠
わ
作
レ
ナ
よ
り
の
書
証
拠V
に

HEの
よ
う

E
B起
っ
て

い
る
か
、山
町
闘
は
ど
の
よ
う
忽
拍

動
を
し
て
い
る
か
、
抽
さ
ん
M
M
ど

の
恥食

J

に
協
力
す
れ
ば
よ
い
か
、

な
ど
を、

よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
k
聞
か
れ
る
も
の
で
す
.
乙

ぞ
っ
て
ど
閲
覧
〈
た
さ
い
・

(大
判
智
持
制
‘
大
村
雨

組
合
間
組
制
合
}

時
間
砥
い
ず
れ
も
午
後
一
聞
か

ら
云一一閉
ま
で震

抽出柑
盟
側
}

エ
醐切に
軒
牛
レ
六
月
じ
完
工
白
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま

3.
工
新
申

M
M

火
酬
に
変
聞
の
な
い
よ
今
配
慮

し
て
お
り
芳
す
が
川

工
肌拙
円
の

工
耶
で
あ
り
‘
出
組
物
あ
M
m

体
し

仏
宅
企
融
公
耐
で
は
田
和
三
な
が
ら
拙
出
ず
る
聞
係
よ
、
工
前

十
七
年
世
の
住
宅
叫
融
資
金
百

剛
附
中
川
と
速
踏
を
お
か
打
ず
る

付
申
し
込
み
を
う
暑
の
と
お
り

ζ
と
炉
予
知
さ
れ
支
す
山
で
あ
亘

蛍
け
付
貯
ま
す
.

か
じ
め
と
T
4m槍
お
固
い
し
ま
す

A
Z
m附
人
間
唱

師
一
刷
日

{
陣
融
街
中川
出

凶
片
rB
ut
十
八
回
、
餌
エ
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